
 

 

 

１ 平成 28 年広島県内で発生したノロウイルスによる食中毒事件 

発生日 発生場所 喫食者数 有症者数 原因施設・食品 

1/19 尾道市 2680 80 仕出屋が調製した弁当 

5/28 広島市 22 16 飲食店が提供した料理 

10/5 福山市 不明 20 社員食堂で提供した食事 

11/9 福山市 23 11 仕出屋が提供した食事 

12/7 呉市 213 62 給食施設が提供した給食 

12/10 広島市 21 21 飲食店が提供した食事 

 

２ 厚生労働省からの注意喚起 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 食中毒予防のポイント 

 

 

「感染性胃腸炎の流行状況を踏まえたノロウイルスの一層の感染予防対策の啓発について」

（平成 28 年 12 月 21 日付け事務連絡）（抜粋） 

○12 月 5 日～12 月 11 日において，感染性胃腸炎患者（感染症）の報告数が，直近５年

間で最も流行した平成 24 年のピーク時に迫る水準となっている。 

○感染者が食品の調理に従事することによる食中毒も多発している。 

○検出された多くのノロウイルスは，過去に流行した GⅡ.2 の変異株である。 

○現在，流行が確認されているノロウイルス GⅡ.2 の変異株については，現在市中で 

使用されている迅速診断検査キットでは，他の株より更に感度が低い可能性がある。 

そのため，ノロウイルスによる感染の疑いがある場合は，検査結果に関わらず感染防止

対策等に努めていただきたい。 

 

※広島県内で発生した感染性胃腸炎集団発生事例（感染症）についても，ノロウイルス

が検出された 26 件のうち 23 件が GⅡ.2 によるものでした。 
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